
3小 日野市 全国 3小 日野市 全国 3小 日野市 全国

全体 59.7 66.1 65.1 63.4 69.6 69.6 41.0 42.6 45.0

３小との差 -5.8 -6.2 -4.0

3小 日野市 全国 3小 日野市 全国 3小 日野市 全国

全体 58.7 63.8 64.3 74.8 84.4 83.2 34.0 32.7 36.0

３小との差 -5.6 -8.4 -2.0

国語

出題選択式
平均正答率(%）

出題短答式
平均正答率(%）

出題記述式
平均正答率(%）

-5.1 -9.6 1.3

-5.4 -6.2 -1.6

国語

教科総合
平均正答率(%）

基礎
平均正答率(%）

応用
平均正答率(%）

令和 8 年 9月 

日野市立日野第三小学校 

 

令和８年度 学力調査等の結果及び分析について 
 

 令和 8 年 4月に実施した日野市学力調査(5年生)及び全国学力・学習状況調査の結果を基に、本校の傾向を整理

いたしました。 

 

１ 令和８年度 日野市学力調査（５年生）の結果及び傾向と分析について 

※選択形式とは、複数の選択肢から、最も適切なものを一つ選ぶ問題形式です。 

※短答形式とは、数値や用語を単語で簡潔に答える問題形式です。 

※記述形式とは、問題に対して、文章で詳しく説明する問題形式です。 

【国語】 

※市・国の平均を 100（赤線）としたときの 

3 小の正答率を％で表しています。 

◇教科総合が、市・全国の平均正答率が振るわず、特に、基礎正答率・短答式が大きく下回っている。 

◇「書くこと」「話すこと・聴くこと」は相対的に高く、「言葉・情報・言語文化」の定着度が低い傾向が

ある。 

◇記述式は、市の平均正答率を超え、観点別でも「思考・判断・表現」が比較的高い数値であり、条件に合

わせて文章を書く、考えを表現する設問へは対応力が見られる。 

 ◆選択式・短答式の誤答を減らすために、本文に線を引くなど、根拠を正確に捉える読み方を定着させる。 

 ◆書く強みを活かし、習った漢字や新しい語彙を使っての短文を書くなど振り返り学習で定着を図る。 

【算数】 

※市・国の平均を 100（赤線）としたときの 

3 小の正答率を％で表しています。 

                           

 

 

 

 

 

◇基礎正答率、短答式は、市・全国の平均正答率と比べて低く、正確な知識、計算の正確性や数値を答える

即答力が課題である。 

◇応用正答率、記述式は、市の平均正答率を上回っている。特に評価の観点の「思考・判断・表現」が突出

している。 

◇「数と計算」「図形」「データ活用」の定着度が高く、グラフの「変化と関係」が低い傾向がある。 

◆思考力・記述力の強みを生かし、自分の考えを言葉や式、図を用いて「対話的な学び」を継続する。また、

ケアレスミスをなくし、解き終わった後に確かめ算や見直しを行う習慣を身に付けさせていく。 

3小 日野市 全国 3小 日野市 全国 3小 日野市 全国

全体 61.1 61.8 62.6 66.0 68.0 68.6 49.5 47.9 48.6

３小との差 -1.5 -2.6 -0.9

3小 日野市 全国 3小 日野市 全国 3小 日野市 全国

全体 65.7 66.8 67.1 57.7 59.0 60.0 52.5 50.9 52.7

３小との差 -1.4 -2.3 -2.0-1.1 -1.3 1.6

出題選択式
平均正答率(%）

出題短答式
平均正答率(%）

出題記述式
平均正答率(%）

-0.7 -2.0 2.2

算数

算数

教科総合
平均正答率(%）

基礎
平均正答率(%）

応用
平均正答率(%）



3小 全国 3小 全国

全体 60.5 65.5 全体 67.0 70.7

３小との差 ３小との差

教科総合
平均正答率(%）

-3.7

教科総合
平均正答率(%）

-5.0

算数国語

三小 東京都 全国

全体 16 53 63 56.4

学習指導要領の内容の平均正答率の状況
算数

問題
数

平均正答率(%）

正答分布グラフ

正答数ごとの層分布

２ 令和８年度 全国学力・学習調査（６年生）の結果及び傾向と分析について 

右の表は、５年生で行った日野市学力調査の結果です。三小と全国の平 

均回答率を比較すると国語・算数とも下回っていました。今回の全国学力 

・学習調査結果では、国語は全国を上回り、算数は下回りましたが、学習  

に対する意欲と基礎学力の定着が図れてきています。5年生から、音読や漢字の定着に重点を置いて取り組

みました。また、特別活動と教科横断的な学習を通して対話を深め「話すこと・聞くこと」の定着を図って

きました。 

 ◇平均正答率65％は、東京都は同等、全国を上回っている。これは、10～13問回答の上位層が多く、10

問正解に突出した山が存在している。 

◇正答数の分布から、中間層が少なく、低位・伸び悩み層が多く、学力の二極化が見られる。 

◇領域別のレーダーチャートを見ると、「言葉の特徴」「情報」「話す・聞く」は良好であるが、「読むこ

と」「書くこと」で正答率が低くなっている。 

 ◆授業の中で、漢字・語彙・短文作成を重点にやり直し必要がある。また、本文から「根拠となる一節を抜

き出す」「30文字程度で理由を書く」など、ミニワークを定着化していく。 

 ◆上位層の思考力をさらに伸ばすために、文章の比較読解や自分の意見などを論理的に述べる、記述する探

究的課題に取り組ませていく。 

◇平均正答率は、東京都・全国を大きく下回っている。正答分布グラフから、０～５問正解低位層と12～

16問の高得点層に分かれる明らかな二極化構造が見られる。 

 ◇領域別のレーダーチャートを見ると「測定」「変化と関係」は良好な一方、「数と計算」「図形」の正答 

率が顕著に低くなっている。 

 ◆低位・中位層の底上げのため、授業の最初に小数の計算・筆算・四則計算の基礎的な学習を繰り返し行い、

定着を図っていく。また、図形領域では、作図や学習者用端末（デジタル教材）を用いた視覚的な理解を

重視し、図形概念の定着を図っていく。 

 ◆二極化（低位層と上位層の2つに山）に対応するため、計画的に一斉授業と習熟度別指導を取り入れた指

導をしていく。具体的には、基礎定着（プリント・個別指導）と思考力問題（文章題や図形の証明、発展

的な課題）に分けた習熟度別・自由進度学習を計画的に取り入れ指導していく。 

三小 東京都 全国

全体 13 65 65 60.9

正答分布グラフ

正答数ごとの層分布

学習指導要領の内容の平均正答率の状況
国語 問題数

平均正答率(%）


